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引き換えはじまる

切り替えおわる



ノルウェー、新50・500クローネ紙幣を発行
「海」がモチーフ。海との繋がり、海との繁栄。

　ノルウェーは現在進めている新シリーズ紙幣への切り替え
のうち、50クローネおよび500クローネ紙幣を10月18日より
発行した。

　5 0クローネ紙幣は ”海との繋がり ”がモチーフで、
おもて面にはノルウェー最西端の地点に1900年に建設された
ユートゥベーラ灯台が描かれ、5 0 0クローネ紙幣は
”海との繁栄”がモチーフで1901年に造船されたレスキュー
救命艇RS 14スタヴァンゲルが描かれている。

　これまで流通していた旧50クローネ、旧500クローネ紙幣は
2019年10月18日まで使用することができる。

　今回の新50クローネ、500クローネ紙幣の発行により、
新シリーズで発行されていない紙幣は1000クローネ紙幣
のみとなり、こちらは2019年第4四半期に発行されると
している。

今回発行された新50クローネ、500クローネ紙幣
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文鉄・お札とコインの資料館の運営支援金
(ウェブサイトへの寄付)を募っています。 
詳しくはこちらへ : 
http://www.buntetsu.net/mbc/campa.html

運営支援金を募集しています
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東京オリンピック・パラリンピック記念貨幣
100円クラッド貨幣が今日から引き換え開始

　資料館通信11号で既報の通り、2月23日に財務省より発表
された2020年に開催される東京オリンピックおよび
東京パラリンピックの開催記念貨幣のうち100円クラッド貨を
11月27日より引き換えると発表した。

　この記念貨幣プログラムは大会直前まで数回に分け、100円、
1000円、10000円の全額面合計で30種類ほど発行される予定
で、今回発行されるものは第1次分であり、図柄については
東京オリンピック記念貨幣はおもて面にフェンシング、
東京パラリンピック記念貨幣はおもて面にボッチャが、裏面に
はそれぞれの大会エンブレムが描かれている。　

　金融機関で額面で引き換えられるのは100円クラッド貨のみ
であり、財務省は引き換え当日は各金融機関において1人につき
各貨種2枚、計4枚までの引き換えに制限されるとしている。

今回発行される記念100円貨幣
(左:オリンピック、右：パラリンピック)

欧州中央銀行、新100€、200€紙幣を発表。
”イウロパ”シリーズ、全て出揃う。

　欧州中央銀行は9月17日、現在発行しているユーロ紙幣の
新世代版”イウロパ”シリーズの最後の額面となる100ユーロ
紙幣と200ユーロ紙幣の発行日とデザインを公開した。

　新シリーズの紙幣では、これまで最高額面であった
500ユーロ紙幣は発行されないため、今回の両額面紙幣の
発行により、新シリーズ全ての額面が完成したことになる。

　これらの新紙幣では偽造防止対策としておもて面左下の
光学式変化インクがさらに強化されたほか、携帯性も考慮され、
両額面で長さは異なっているものの、高さが両額面とも
77mmとなり、昨年4月に発行された50ユーロ紙幣と同じ
高さとなった。

　両額面の新紙幣発行日は2019年5月28日であり、500ユーロ
紙幣の新紙幣は発行されないもの、今後も引き続き利用できる。

今回発表された新100ユーロ、200ユーロ紙幣

千円紙幣の記番号色変更へ。
茶褐色記番号枯渇へ。

　財務省は10月18日、現在発行されている日本銀行券1000円
紙幣に用いられている茶褐色印刷の記番号の有効な組み合わせ
を全て使い切ることとなったため、記番号を紺色とした1000円
紙幣を2019年3月18日より発行すると発表した。

　現在の茶褐色紙幣が発行開始されたのは2011年で、それから
およそ8年で使い切ったこととなる。紺色の記番号はかつて
発行されていた夏目漱石肖像のD1000円紙幣以来であり、
その旧紙幣の記番号のバリエーションが4色あったことを
考えれると、キャッシュレス社会へなりつつある現代社会に
おいて支払いなどに紙幣が用いられる割合が低くなってきて
いることが伺える。

中国、人民元発行70周年記念コイン、紙幣発行。
貨幣は額面以上での販売へ。

　中国人民銀行が人民元を発行してから70周年を迎える
ことを記念して、80元金貨、300元と5元銀貨、50元紙幣を
発行すると発表した。それぞれの貨幣は額面以上で販売
されるが、記念紙幣は12月28日に発行される。


